
０２　町長・議長新年挨拶
０４　「富士見町アツモリソウ再生会議」のあゆみ
０７　資源物の収集量と処理費用（平成２０年度）
０８　平成２２年 区長紹介
　　 所得税・住民税申告情報 第2回
０９　富士見町農業委員会委員一般選挙
　　 オストメイト対応トイレ設備設置のお知らせ
　　 一般廃棄物（ごみ）処理基本計画〈案〉に
　　 ご意見をお寄せください
１０　「中学生の税に関する作文」表彰
１２　教育委員会だより
１４　東都高原富士見会だより
１５　平成２１年 富士見町重大ニュース

主な内容主な内容

４月から、一緒に学びます。 落合・本郷・境・富士見小の６年生もね!

富士見中学校生徒会を担う、南中学校、富士見高原中学校の生徒会長、副会長（男子・女子）のみなさん（2学年）
̶富士見高原中学校にて

今年4月、南中学校と富士見高原中学校が統合
され、「富士見中学校」が誕生します。
　落合小学校 6年生 5人
　本郷小学校 6年生 38人
　境小学校 6年生 18人
　富士見小学校 6年生 75人 と、
　南中学校　1年生   39人　2年生   36人
　富士見高原中学校
　　　　　　1年生 112人　2年生 128人
あわせて451人（H２１.１２.１現在）が、4月から一
緒に学びます。いろいろな出会い、楽しみですね！
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私
が
町
長
に
就
任
し
て
早
四
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
夏
の
日
差
し
の
強
い
中
を
初
登
庁

し
た
八
月
三
十
一
日
が
つ
い
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
、
本
当
に
無
我
夢
中
で
町
長

と
い
う
職
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
今
年
度
の
行
政
を
計

画
通
り
完
遂
し
、
来
年
度
の
改
革
計
画
を
作
り
、
町
民
の
皆
様
の
理
解
を
得
な
が
ら
予
算

を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
更
に
気
を
引
き
締
め
て
、
皆
様
の
期
待
に
沿
え
る
よ

う
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

依
然
と
し
て
日
本
は
政
治
が
不
安
定
で
、
経
済
不
況
、
雇
用
問
題
は
好
転
す
る
兆
し
が

な
く
、
富
士
見
町
に
も
暗
い
影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。
幾
つ
か
の
地
場
産
業
の
現
場
を
見

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
経
営
者
、
社
員
の
皆
様
と
も
懇
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
操

業
率
が
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
落
ち
込
ん
で
い
る
と
い
う
厳
し
い
現

状
を
、
肌
で
実
感
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
必
死
に
頑
張
り
、
工
夫
を
し
て
こ
の
苦
境
を
何

と
し
て
も
克
服
し
よ
う
と
い
う
強
い
決
意
が
感
じ
ら
れ
、
大
変
頼
も
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

富
士
見
町
に
は
素
晴
ら
し
い
自
然
、
古
く
か
ら
続
く
歴
史
と
文
化
、
広
大
な
土
地
、
そ

し
て
磨
か
れ
た
匠
の
技
を
持
つ
地
場
産
業
が
あ
り
ま
す
。
現
在
幾
つ
も
の
問
題
点
が
顕
在

化
し
て
い
ま
す
が
、
再
発
展
の
要
素
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

明
確
な
将
来
へ
の
発
展
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
、
町
民
の
皆
様
と
と
も
に
素
晴
ら
し
い
町
づ

く
り
に
邁
進
い
た
し
ま
す
の
で
、
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

朝焼けの富士山（葛窪）
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日
頃
は
富
士
見
町
議
会
に
ご
厚
情
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
政
治
・
経
済
が
大
き
く
変
革
を
遂
げ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
二
十
一
世
紀
に

入
り
成
熟
し
た
社
会
は
様
々
な
価
値
観
を
生
み
、
そ
れ
が
渦
と
な
り
時
代
を
大
き
く
変
貌

さ
せ
、
ま
さ
に
国
民
の
「
心
の
声
」
が
反
映
さ
れ
た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

明
治
以
来
日
本
は
、
近
代
国
家
形
成
の
た
め
苦
悩
し
、
多
く
の
人
々
の
犠
牲
と
努
力
に

よ
り
現
在
の
平
和
と
繁
栄
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
繁
栄
に
陰
り
が
出
て
ま
い
り
ま

し
た
昨
今
は
、
均
一
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
望
め
ず
、
各
自
治
体
で
は
本
当
に
住
民
が
必
要

と
す
る
事
業
を
独
自
に
展
開
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

議
会
と
し
ま
し
て
も
、
本
年
度
よ
り
町
民
の
皆
様
の
声
を
行
政
に
反
映
す
る
た
め
、
議

会
懇
談
会
等
を
計
画
し
、
ま
た
、
税
金
が
一
円
で
も
無
駄
に
使
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

皆
様
の
目
線
で
お
応
え
で
き
ま
す
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

多
難
な
時
代
で
は
あ
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
の
安
全
と
安
心
を
最
優
先
と
し
、
本
年

度
開
催
さ
れ
ま
す
御
柱
祭
同
様
、
議
員
一
同
力
を
合
わ
せ
て
難
局
に
臨
む
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
故
事
よ
り
「
日
に
新
た
に
、
日
々
に
新
た
に
、
ま
た
日
に
新
た

な
り
」
の
言
葉
を
贈
り
、
今
年
が
安
寧
で
実
り
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。



ソウを未来の子どもたちに引き継ごうソウを未来の子どもたちに引き継ごうソウを未来の子どもたちに引き継ごう

　
富
士
見
町
に
は
、世
界
に
誇
れ
る
野
生
ラ
ン

の
自
生
地
が
あ
り
ま
す
。こ
の
野
生
ラ
ン
は
、

園
芸
的
に
は
釜
無
ホ
テ
イ
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ（
正

式
名
称「
ホ
テ
イ
ア
ツ
モ
リ
」以
下「
ア
ツ
モ
リ

ソ
ウ
」と
表
記
）と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
花
が
今
、絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
ま

す
。

　
富
士
見
町
と
富
士
見
町
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
再

生
会
議
は
、こ
の
花
を
町
民
の
財
産
と
位
置

付
け
、絶
滅
の
危
機
か
ら
救
い
、次
世
代
に
引

き
継
ぐ
た
め
に
、今
年
も
積
極
的
な
保
護
活

動
を
推
進
し
ま
す
。

　
新
年
を
迎
え
、今
ま
で
の
歩
み
や
、富
士
見

町
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
保
護
計
画
に
掲
げ
た
こ
れ

か
ら
の
目
標
を
町
民
の
み
な
さ
ん
に
お
伝
え

し
、富
士
見
町
の
自
然
の
豊
か
さ
を
共
有
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

▲自生するアツモリソウ　２００９.６.１９

アツモリソウ再生会議　２００９.７.１７

▲毎年行う自生地確認調査　２００９.６.１９

平成18年
4月1日

自生地確認

平成19年
5月15日

平成20年
7月1日

平成21年
11月

「
富
士
見
町
ア
ツ
モ

リ
ソ
ウ
再
生
会
議
」

設
立
後
、最
初
に
行

っ
た
の
は
、自
生
地
の

確
認
で
し
た
。

　
平
成
１８
・
１９
年
に

行
わ
れ
た
自
生
地
探

し
に
は
、
延
べ

1
1
0
人
も
の
皆
さ

ん
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、絶
滅
し
た
と
思

わ
れ
て
い
た
野
生
の

ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
を
、奇

跡
的
に
数
株
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
そ
の
後
も
調
査
は

続
け
ら
れ
、平
成
２１

年
ま
で
に
２０
株（
内

3
花
）が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。

◆
目
標
　
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
の
保
護
活
動
を
通
じ
て
富
士
見
町
の
自
然
環
境・

　
　
　
　
生
物
多
様
性
を
守
る

◆
目
標（
１０
年
後
）

　
①
自
生
地
の
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
の
現
状
を
維
持
す
る

　
　
●
確
認
さ
れ
て
い
る
２０
株
を
引
き
続
き
シ
カ
の
食
害・盗
掘・自
然
　
　

　
災
害
か
ら
守
る

　
②
実
験
植
物
園（
入
笠
山
方
面
）で
、千
株
の
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
を
育
て
る

　
　
●
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
が
か
つ
て
の
よ
う
に
咲
く
入
笠
山
を
目
指
し
て
、　

　
　
周
辺
の
環
境
に
十
分
配
慮
し
な
が
ら
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
を
植
栽
す
る

　
③
富
士
見
町
内
で
、3
千
株
の
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
が
開
花
す
る

　
　
●
富
士
見
町
の
希
少
野
生
植
物
保
護
活
動
を
啓
発
し
、身
近
に
感
じ
　

　
　
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ン
ボ
ル
と
す
る
た
め
、ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
の
苗
　
　

　
　
を
町
民
の
皆
様
に
育
て
て
い
た
だ
く

『
富
士
見
町
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ

                   

再
生
会
議
』設
立

〈
メ
ン
バ
ー
〉

野
生
ラ
ン
の
王
者
、ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
を
守

り
た
い
と
願
う
、中
山
植
物
園
・
入
笠
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
事
務
局
・
株
式
会
社
ニ

チ
レ
イ
グ
ル
ー
プ・富
士
見
高
校・長
野
県

希
少
野
生
動
植
物
監
視
員・富
士
見
町
。

「
富
士
見
町
の
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ

                   

保
護
条
例
」制
定

以
来
、盗
掘
防
止
を
目
的
に
、大
勢
の
町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
監
視
活
動

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
富
士
見
町
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
再
生
会
議
」の
あ
ゆ
み

 

環
境
省
所
管「
生
物
多
様
性
保
全
推
進
支
援
事
業
」採
択

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　     

（
支
援
期
間 

平
成
２０・２１
年
度
）

併
せ
て
ニ
チ
レ
イ
か
ら
も
地
域
貢
献
と
い
う
位
置
づ
け
で
人
的
、財
政
的
支

援
を
頂
き
な
が
ら
、保
護
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
富
士
見
町
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
保
護
計
画

                                   

平
成
２２
年
度
〜
３１
年
度
」策
定



　 富士見町アツモリソウ再生会議事務局 総務課 新しいまちづくり係　☎62-9328　　9328有

“地球がくれた大切な贈り物” アツモリ“地球がくれた大切な贈り物” アツモリ“地球がくれた大切な贈り物” アツモリ

▲アツモリソウの人工交配　２００８.５.２７

▲栽培技術研究会　２００９.１０.２９

▲南中学校閉校記念植栽　２００９.１１.１３

ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
保
護
活
動
の
柱 

（「
富
士
見
町
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
保
護
計
画
」よ
り
）

　
シ
カ
の
食
害
か
ら
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
を
守
る

た
め
に
、ネ
ッ
ト
柵
を
設
置
し
た
り
、集
中
豪

雨
に
よ
る
土
砂
崩
落
を
防
ぐ
た
め
に
土
の
う

を
積
ん
だ
り
、盗
掘
防
止
の
た
め
の
監
視
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、人
工
交
配
に
よ
り
種
子
を
採
取
し

自
生
地
に
播
種
し
た
り
、原
種
を
保
存
す
る

た
め
の
無
菌
培
養
増
殖
に
も
着
手
し
て
い
ま

す
。

　
入
笠
山
を
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
が
咲
き
誇
る
場

所
に
す
る
た
め
、無
菌
培
養
苗
や
親
株
の
植

栽
を
始
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、だ
れ
も
が
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
を
栽
培
す

る
こ
と
が
で
き
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
た

め「
釜
無
ホ
テ
イ
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
栽
培
技
術
研

究
会
」を
立
ち
上
げ
、町
民
に
よ
る
無
菌
培
養

苗
の
育
苗
と
勉
強
会
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
を
園
芸
化
す
る
こ
と
に
よ

り
希
少
性
を
緩
和
し
、盗
掘
か
ら
守
り
ま
す
。

ま
た
、環
境
教
育
に
も
力
を
入
れ
、町
内
の
教

育
機
関（
小・中
学
校
及
び
高
校
）と
連
携
し
、

こ
れ
ま
で
に
数
多
く
の
講
演
会
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
、自
然
講
座
を
開
催
し
、ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ

の
育
つ
環
境
を
守
る
こ
と
の
必
要
性
や
豊
か

な
自
然
環
境
に
囲
ま
れ
て
暮
ら
す
こ
と
の
で

き
る
素
晴
ら
し
さ
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、実
際

に
苗
を
育
て
る
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

①
自
生
地
の
保
護
と

　
遺
伝
資
源（
原
種
）の
保
存

②
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
の
咲
く
里
山

　
再
生
と
生
育
環
境
調
査
を
目
的

　
と
し
た
実
験
植
物
園
整
備
事
業

③
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
の
園
芸
化
と

　
環
境
教
育

　富士見町アツモリソウ再生会議メンバーである名取  陽さん（長野県希少野生動植物監視員）に、
アツモリソウの自生地の現状と、新年を迎え、改めて保護活動にかける思いを記していただきまし
た。次頁をご覧ください。

問



　自生地のアツモリソウの花も、深い生態系に守られ、深紅の美しい花を咲かせています。
　アツモリソウの美しさは、まさに富士見の自然の美しさのシンボルです。私たち富士見町の
住民は、この美しい水と空気と光と緑と（風土）に連なって、富士見の生態系に守られています。

富士見町の宝
　自生アツモリソウの現状
富士見町の宝
　自生アツモリソウの現状
アツモリソウ再生会議自生地保護担当　 名 取　陽

　西山（入笠～釜無山）に咲くアツモリソウは、深い自然に守られて、順
調に生育しています。確認され保全されている個体は、4エリア、20株、
27芽です。そのうち昨年は2株で3花の開花がみられました。
　自生地での自然結実は無理と言われておりましたが、マルハナバチ
による受粉を確認し、2花が自然結実しました。

　アツモリソウの種子は非常に小さく（長さ約0.8mm）、自然発芽には
菌根菌との共生が必要で、地上に芽を出すまでには2～3年かかると
言われています。
　一昨年、自生地に播かれた種子は、未分化の状態ながら1年後の昨
年秋、地中で生存していることが確認されました。　自然結実した2果
のうち、1果は環境省と長野県の認可を受けて人工的に播かれ、1果は
自然散布されました。今年は、この種子が発芽することが、最大の目標
です。

　入笠～釜無山の深山に咲く花々は、色が濃く鮮やかなことが知られ
ています。それは南アルプスの深い地層と、水と光と空気とが2億年に
もおよぶ造山活動で育んだ結果
と考えられます。言うまでもなく、
アツモリソウを守り保全すること
は、私たち富士見の住民の豊かな
生活を保全することにつながりま
す。

　40年前のように、富士見町の深山から里山、庭先までアツモリソウ
の花が美しく咲く光景が再生され、西山の「自生アツモリソウ見学ツア
ー」が住民の皆さんの手で実施される日が一日も早く実現されること
を願っております。

▲生存が確認された種子
　　　　　　　２００９.１０.１１

▲マルハナバチ受粉の貴重な写真
　（平林啓作 保護監視員撮影）
　               　　　　　２００９.６.１７

▲アツモリソウの結実　２００９.１０.１０

▲播いた種子の管理状況
　　　　　　　２００９.１０.１１

▲推定発芽後3年の実生苗
　　　　　　　　 ２００９.６.１１

▲実の内部と種子約5万粒
　　　　　　　  ２００９.１０.１１
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見直そう! ごみの減量と資源化見直そう! ごみの減量と資源化見直そう! ごみの減量と資源化

　町では、6種類17品目の資源物収集を実施しています。
平成20年度に資源物を収集運搬・処理するために要した費
用は、28,545千円（1人当たり1,849円）でした。ごみを分
別することによりその大部分をリサイクルすることが、これか
らの時代に求められた重要な課題です。
ごみの減量と資源化の推進は、私たち一人ひとりの努力の積
み重ねです。毎日出るごみをもう一度見直しましょう。

̶資源物の収集量と処理費用をお知らせします̶̶資源物の収集量と処理費用をお知らせします̶

▲資源物の収集風景

平成20年度に収集した資源物の収集量と処理費用

紙類とペットボトルを売却

種　類 品　　目 収集量 １人1年当り 収集運搬費用 処理費用 リサイクル商品（代表的なもの）

びん類

古紙類

布　類

プラス
チック類

有害物

天ぷら油

発泡スチロール
白トレイ

無色
茶色
その他
新聞・チラシ
雑誌類
ダンボール
その他紙
紙パック
古着・古布
ペットボトル

容器包装プラス
チック
その他プラス
チック
蛍光灯
乾電池

天ぷら油

49.1ｔ
35.7ｔ
31.0ｔ
223.8ｔ
162.6ｔ
90.4ｔ
48.6ｔ
2.4ｔ
24.8ｔ
7.6ｔ

3.2
2.3
2.0
14.5
10.5
5.9
3.1
0.2
1.6
0.5

3.4ｔ 0.2

68.7ｔ 4.5

11.8ｔ 0.8

3.3ｔ
3.5ｔ

0.2
0.2

2,210
（2.0ｔ） 0.1

768.7ｔ 49.8

びん、タイル、ブロック

新聞紙、印刷用紙、情報用紙
雑誌、厚紙、ダンボール
ダンボール、ロール紙の芯
コピー用紙、トイレットペーパー
トイレットペーパー
雑巾、海外向け古着
作業着、筆記用具、ごみ袋

プラスチック製品、固形燃料

蛍光管ガラス、水銀
マンガン、鉄製品

BDF（バイオディーゼル燃料）

ビデオテープのケース、おもちゃ

合　　　　計
１人1年当たりの費用

2,410千円 1,427千円

735千円

108千円

4,973千円

1,005千円
915千円

9,163千円
594円

7,469千円

9,503千円

19,382千円
1,255円

（売却）

（売却）

（NPOに提供）

　町では、分別収集した紙類とペットボトルを売却しました。
　〈平成20年度の売却金額〉
 紙類  5,049,535円　 ペットボトル  219,047円
 合計  5,268,582円
　売却単価は市場の価格変動が激しいことから、前月の市場価格
を参考に中間処理委託先と毎月協議決定しました。
　売却による収入は、資源物の収集運搬や処理などのリサイクル
推進事業費に使われました。

種類・品目 売却単価
（円／）

収入金額
（円）

新聞・チラシ
雑誌類
ダンボール
その他紙
紙パック
小　計

ペットボトル
合　　計

4～14
1～9
7～14
1～9
10～12

1～35

2,637,012
1,035,998
1,061,745
289,811
24,969

5,049,535
219,047

5,268,582

紙類

燃えるごみの中には、再生できる紙がたくさん含まれています。
燃えるごみの減量と資源化に向けて、分別にご協力をお願いします。

問 有
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平
成
22
年

１
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

区
長
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

区
長
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

区
長
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

御
射
山
神
戸
区 

小
林　

定
博

栗
生
集
落
組
合

 

小
松　

康
孝

大
平
区 

三
井　

昌
洋

松
目
区 

西　

修
一
郎

原
の
茶
屋
区 

名
取　

俊
雄

若
宮
区 

前
島　
　

保

木
之
間
区 

小
林　

孝
之

花
場
区 

五
味　

安
平

休
戸
区 

大
橋　

弘
子

横
吹
区 

花
原　
　

了

と
ち
の
木
区 

小
林　

茂
達

富
士
見
区 

小
林　

武
二

南
原
山
集
落
組
合

 

笠
原
俊
比
古

富
原
区 

金
子　
　

卓

富
士
見
ヶ
丘
区

 

田
中　

義
雄

塚
平
区 

細
川　

洋
一

富
ヶ
丘
区 

池
田　

利
隆

乙
事
区 

小
池　

兼
正

立
沢
集
落
組
合 

小
池　

千
巻

瀬
沢
新
田
集
落
組
合

 

植
松　

龍
郎

富
里
区 

五
味　
　

滋

富
士
見
台
区 

金
澤　

武
芳

桜
ヶ
丘
区 

五
味　

和
秀

下
蔦
木
集
落
組
合

 
進
藤　

利
雄

上
蔦
木
区 
岩
田　
　

進

神
代
区 

森
山　
　

誠

烏
帽
子
区 

小
林　

武
憲

平
岡
区 

五
味　

正
氣

机
集
落
組
合 

五
味　

平
一

先
能
集
落
組
合 

名
取　

吉
幸

瀬
沢
区 

坂
本　

三
郎

小
六
区 

小
池
美
千
男

高
森
区 

小
林　

俊
一

信
濃
境
区 

伊
藤　

建
樹

池
袋
区 

平
出　

直
文

田
端
区 

平
出　

好
則

先
達
区 

水
野　

英
政

葛
窪
集
落
組
合 

平
出　

親
秀
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ち 

ま
き

 
 

 

た
つ 

ろ
う

 
 

 

　

 

し
げ
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た
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よ
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か
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ひ
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と
し 

お

 
 

 
 

す
す
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ま
こ
と

 
 

 

た
け 
の
り

 
 

 

ま
さ 

き

 
 

 

へ
い 

い
ち

 
 

 

よ
し 

ゆ
き

 
 

ゆ
う 

さ
ぶ 

ろ
う

 
 

み 

ち 

お

 
 

 

し
ゅ
ん 

い
ち

 
 

 

た
つ 

き

 
 

 

な
お 

ふ
み

 
 

 

よ
し 

の
り

 
 

 

ひ
で 

ま
さ

 
 

 

ち
か 

ひ
で

　

確
定
申
告
を
し
な
く
て
よ
い
場
合
で
も
、

次
の
よ
う
な
方
は
還
付
を
受
け
る
た
め
の

確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

◆
給
与
所
得
や
退
職
所
得
の
あ
る
方
で
、　

雑
損
控
除
・
医
療
費
控
除
・
寄
付
金
控
　
除
・

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
な
ど
を
　
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
方

◆
給
与
所
得
者
で
、
年
の
途
中
で
退
職
し
、

　
そ
の
後
就
職
し
な
か
っ
た
た
め
年
末
調

　
整
を
受
け
な
か
っ
た
方

◆
予
定
納
税
を
し
た
が
、
確
定
申
告
の
必
要

　
が
な
く
な
っ
た
方

　

還
付
申
告
が
で
き
る
方
は
、
１
月
か
ら
確

定
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

確
定
申
告
の
期
間
は
、
申
告
会
場
が
大
変
混

雑
し
ま
す
の
で
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
確
定
申
告
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
活
用
い

た
だ
き
、
電
子
申
告
や
郵
送
な
ど
に
よ
り
、

お
早
め
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

関
東
信
越
税
理
士
会
諏
訪
支
部
で
は
、
次

の
と
お
り
無
料
税
務
相
談
を
行
い
ま
す
。
最

寄
り
の
会
場
で
、
お
早
め
に
手
続
き
さ
れ
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

◆
対
　
　
象

　

給
与
所
得
者
や
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い

　

る
方

◆
日
　
　
程

　

２
月
４
日（
木
）〜
２
月
10
日（
水
）

　

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
（
正
午
か
ら
午
後

　

１
時
ま
で
は
昼
休
み
で
す
）

◆
相
談
会
場

　

岡
谷
市
役
所

　

茅
野
市
役
所
議
会
棟（
市
役
所
北
隣
）

　
　
諏
訪
税
務
署  

〒
３
９
２
‐
８
６
１
０
　

　
諏
訪
市
清
水
２
丁
目
５
番
22
号
　

　
　 

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　 

☎
５
２
‐
１
３
９
０

　
　
　
　
自
動
音
声
案
内
　
番
号「
１
」

　
　 

諏
訪
税
務
署

　
　
　 

☎
５
２
‐
１
３
９
０

　
　
　
　
自
動
音
声
案
内
　
番
号「
２
」

　
　 

諏
訪
税
務
署
　
個
人
課
税
部
門

　
　
　 

☎
５
７
‐
５
２
１
１

住
民
税
・
所
得
税

申
告
情
報

（
第
2
回
）

所
得
税
の
還
付
申
告
は
、１
月
か
ら

税
務
署
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

国税庁のホームページで申告書の作成ができます
◆国税庁ホームページアドレス　http://www.nta.go.jp

〜
申
告
書
は
、

　　　

自
分
で
書
い
て
お
早
め
に
〜

【
所
得
税
の
確
定
申
告
期
限
】

【
確
定
申
告
書
の
提
出
先
】

【
ｅ‐Ｔ
ａ
ｘ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
】

【
確
定
申
告
の
無
料
税
務
相
談
】

　

●
平
成
２２
年
3
月
１５
日（
月
）

問 問

問

有
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「一般廃棄物（ごみ）処理基本計画〈案〉」に
　　　　　　　　　　　　　ご意見をお寄せください
「一般廃棄物（ごみ）処理基本計画〈案〉」に
　　　　　　　　　　　　　ご意見をお寄せください

　一般廃棄物処理基本計画は、一般廃棄物の処理責任を負う市町村が、その区域内の一般廃棄物を管理

し、適正な処理を確保するための基本となる計画です。

　現在の計画は平成17年３月に策定されましたが、灰溶融施設整備を中止し新たな最終処分場を整備す

るという基本的事項に大きな変更があり、計画の改定を進めてきました。このたび、計画案がまとまり

ましたので、この案について町民の皆さんのご意見を募集しています。

　応募資格、応募方法については、富士見町ホームページをご覧いただくか、担当までお問い合わせく

ださい。

■募 集 期 限　　　平成22年1月15日（金）必着
■資料の閲覧　　　富士見町ホームページまたは下記の施設で資料を直接閲覧できます。
　　　　　　　　　①富士見町役場建設課（2階）　　②コミュニティ・プラザ　　③井戸尻考古館

◆
告
示
日
…
平
成
２２
年
3
月
2
日（
火
）

◆
投
票
日
…
平
成
２２
年
3
月
7
日（
日
）

任
期
満
了
に
伴
う

「
富
士
見
町
農
業
委
員
会

            

委
員
一
般
選
挙
」

任
期
満
了
に
伴
う

「
富
士
見
町
農
業
委
員
会

            

委
員
一
般
選
挙
」

■
農
業
委
員
会
の
構
成

　

＊
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
に
よ
り
選
出

　
　

さ
れ
る
委
員
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
13
名

　

＊
農
協
・
農
業
共
済
組
合
が
推
薦
す
る
者

　
　

及
び
議
会
が
推
薦
す
る
学
識
経
験
者

　
　

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
６
名
以
内

■
投
票
で
き
る
人

　
　

今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
人
は
、
平

　

成
21
年
１
月
１
日
現
在
の
申
請
に
基
づ
い

　

て
、
同
年
３
月
31
日
に
確
定
し
た
農
業
委

　

員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
お

　

り
、
富
士
見
町
に
住
所
の
あ
る
人
で
す
。

　

農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
の
詳
し
い
内

容
は
、
広
報
ふ
じ
み
２
月
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。〈

選
挙
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
〉

　

富
士
見
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　

☎
６
２‐９
４
０
３

　
　
　
　
　
　
　
　

９
４
０
３

役
場
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・プ
ラ
ザ
の
障
害
者

用
ト
イ
レ
に
、オ
ス
ト
メ
イ
ト（
人
工
肛

門・人
工
膀
胱
造
設
者
）対
応
ト
イ
レ
設
備

を
設
置
し
ま
し
た

役
場
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・
プ
ラ
ザ
の
障
害
者

用
ト
イ
レ
に
、オ
ス
ト
メ
イ
ト（
人
工
肛

門
・
人
工
膀
胱
造
設
者
）対
応
ト
イ
レ
設

備
を
設
置
し
ま
し
た

　

直
腸
が
ん
や
膀
胱
が
ん
な
ど
が

原
因
で
、
臓
器
に
機
能
障
害
（
内

部
障
害
の
ひ
と
つ
）
を
負
い
、
手

術
に
よ
っ
て
、
人
工
的
に
腹
部
へ

人
工
肛
門
や
人
工
膀
胱
の
「
排
泄

口

（

ギ

リ

シ

ャ

語

で

ス

ト

ー

マ
）
」
を
造
設
し
た
方
を
「
オ
ス

ト
メ
イ
ト
（
ｏ
ｓ
ｔ
ｏ
ｍ
ａ
ｔ

ｅ
）
」
と
言
い
ま
す
。
国
内
に
は

20
〜
30
万
人
の
オ
ス
ト
メ
イ
ト
が

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
方
は
括
約
筋

が
な
い
た
め
、
便
意
や
尿
意
を
感

じ
た
り
、
我
慢
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
便
を
溜
め
て

お
く
た
め
の
袋
＝
「
パ
ウ
チ
」
を

腹
部
に
装
着
し
て
い
ま
す
。
パ
ウ

チ
に
溜
ま
っ
た
排
泄
物
は
、
一
定

時
間
ご
と
に
便
器
や
汚
物
流
し
に

捨
て
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

と
き
に
、
パ
ウ
チ
や
腹
部
を
洗
浄

す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の

設
備
を
備
え
た
ト
イ
レ
が
、
最
近

設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
町
で
も
、
役
場
１
階
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ザ
の
障
害
者

用
ト
イ
レ
に
設
置
い
た
し
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

コミュニティ・プラザ 役場1階コミュニティ・プラザ

◆
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ

に
つ
い
て
は
、公
共
交
通
機
関
を

中
心
に
次
の
よ
う
な
マ
ー
ク
が

表
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご

利
用
く
だ

さ
い
。

役場1階

か
つ

や
く
き
ん

問 有

有



優 秀 作 品 表 彰優 秀 作 品 表 彰

●
諏
訪
税
務
署
長
賞

「
税
に
つ
い
て
」

　

 

富
士
見
高
原
中
学
校
３
年

　
　
　
　

 

植　

松　

ゆ　

き

●
諏
訪
地
方
事
務
所
長
賞

「
税
に
つ
い
て
」

　

 

富
士
見
高
原
中
学
校
３
年

　
　
　
　

 

生　

澤　

夏　

希

●
富
士
見
町
長
賞

「
税
金
と
は
」

　

 

富
士
見
高
原
中
学
校
３
年

　
　
　
　

 

遠　

山　

敏　

史

「
こ
れ
か
ら
の
社
会
と
税
」

　

 

富
士
見
高
原
中
学
校
３
年

　
　
　
　

 

坂　

本　

萌
々
佳

「
税
の
大
切
さ
」

　

 

富
士
見
高
原
中
学
校
３
年

　
　
　
　

 

伊　

藤　

夕
加
里

「
税
の
あ
り
が
た
さ
」

　
 

富
士
見
高
原
中
学
校
３
年

　
　
　
　

 

森　

谷　

彩　

花

「
税
に
つ
い
て
」

　

 

富
士
見
高
原
中
学
校
３
年

　
　
　
　

 
小　

林　

史　

果

◎
受
賞
作
文
か
ら
2
点
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

私
は
、
税
金
は
何
だ
か
沢
山
名
前
が
あ

っ
た
り
、
親
に
た
ま
に
届
く
難
し
そ
う
な

税
に
つ
い
て
の
書
類
を
見
た
り
し
て
、「
何

か
よ
く
分
か
ら
な
い
け
ど
、
大
人
に
な
っ
て
、

ち
ゃ
ん
と
理
解
し
て
い
け
る
の
か
な
」
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
よ
く
周
り
を

見
て
み
る
と
、
消
費
税
と
か
、
税
金
が
使

わ
れ
て
い
る
教
科
書
と
か
、
私
に
関
わ
る

税
は
沢
山
あ
る
と
分
か
り
ま
し
た
。

　

私
の
住
む
町
に
、
何
年
か
前
に
大
き
な

橋
が
造
ら
れ
ま
し
た
。
税
金
を
も
の
す
ご

く
使
っ
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
親
や
そ

の
友
達
と
か
が
、「
税
金
の
無
駄
使
い
ね
」

と
言
っ
て
い
る
の
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
確
か
に
、
普
通
に
今
あ
る
道
を
通

れ
ば
、
橋
が
な
く
て
も
目
的
地
へ
す
ぐ
行

け
る
し
、
あ
ま
り
橋
を
造
っ
て
ほ
し
い
と

言
っ
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
私

は
そ
の
時
小
学
生
で
、
税
の
こ
と
は
ぼ
ん

や
り
と
し
か
知
ら
な
か
っ
た
け
ど
、「
別
に

な
く
て
も
い
い
橋
な
の
に
す
ご
い
お
金
が

か
か
る
ん
だ
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

何
年
も
か
け
て
つ
い
に
橋
が
完
成
し
、

そ
の
中
に
歩
道
が
あ
っ
て
、
車
も
人
も
行

き
来
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
、

私
の
家
で
は
あ
ま
り
利
用
し
な
く
て
、「
や

っ
ぱ
り
あ
ま
り
い
ら
な
か
っ
た
ん
じ
ゃ
あ

な
い
の
か
」
と
い
う
話
を
し
た
り
し
て
い

ま
し
た
。

　

一
度
、
私
の
通
う
小
学
校
で
、
そ
の
橋

「
税
に
つ
い
て
」

富
士
見
高
原
中
学
校
３
年　
　

植  

松  

ゆ  

き

『中学生の税に関する作文』『中学生の税に関する作文』

■
受
賞
作
文

　12月1日、役場において、「中学生の税に関する作文」の表彰式が行われました。作文91点が寄せられ、
諏訪税務署長賞などを7人が受賞しました。



の
工
事
現
場
へ
実
際
に
行
き
、
責
任
者
の

人
に
質
問
す
る
機
会
が
あ
り
、
そ
こ
で
、「
何

故
、
橋
を
造
る
の
か
」
と
聞
く
と
「
新
鮮

な
農
産
物
を
い
ち
早
く
市
場
へ
届
け
る
た

め
」
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

下
の
道
を
通
る
の
と
十
分
く
ら
い
し
か
違

わ
な
い
の
に
、
ち
ょ
っ
と
変
だ
な
と
思
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
中
学
生
に
な
り
、

橋
も
す
っ
か
り
土
地
に
な
じ
ん
で
い
ま
す
。

で
も
、
小
中
学
校
共
に
、
橋
は
通
学
路
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

あ
る
日
、
い
つ
も
の
よ
う
に
通
学
路
を

歩
い
て
い
る
と
、
橋
の
近
く
へ
さ
し
か
か

っ
た
時
、
小
学
生
が
橋
を
渡
ろ
う
と
し
て

い
る
の
が
見
え
ま
し
た
。
学
校
の
あ
と
、

帰
っ
て
親
に
聞
く
と
あ
の
橋
が
小
学
校
の

通
学
路
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
前
の
通
学
路
と
比
べ
る
と
す
ご

く
通
う
の
が
楽
に
な
る
そ
う
で
す
。
私
は
、

橋
を
渡
る
小
学
生
が
笑
顔
だ
っ
た
の
を
思

い
出
し
ま
し
た
。

　

私
は
今
ま
で
、
自
分
達
と
そ
の
周
り
の

人
達
の
意
見
し
か
聞
い
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
あ
の
橋
が
出
来
た
こ
と
で
す
ご
く
助

か
る
人
達
も
沢
山
い
た
の
で
す
。

　

税
金
は
、
皆
の
た
め
に
払
わ
れ
る
お
金

で
す
。
私
は
こ
の
件
で
、
自
分
達
の
都
合

で
税
金
を
無
駄
使
い
し
て
い
る
だ
と
か
言

っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
っ
て
い
た
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
人
の
環
境
は
違
う
か
ら
意

見
が
分
か
れ
る
の
は
当
然
だ
け
ど
、
ど
ち

ら
か
の
意
見
を
認
め
ず
非
難
し
た
り
、
あ

る
意
見
に
流
さ
れ
た
り
せ
ず
、
皆
で
話
し

合
っ
て
互
い
の
主
張
を
理
解
し
あ
う
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
て
使
っ

た
税
金
は
、
決
し
て
無
駄
使
い
で
は
な
い
と
、

私
は
思
い
ま
す
。

　

私
は
国
の
税
の
仕
組
み
に
つ
い
て
、
本

当
に
無
知
で
す
。
難
し
い
仕
組
み
を
知
る

の
は
大
変
そ
う
だ
し
、
ま
だ
い
い
、
と
思

っ
て
き
た
か
ら
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
ん
な
私
の
ま
わ
り
の
家
族

や
友
人
は
様
々
な
税
金
を
払
っ
て
い
る
し
、

今
、
使
っ
て
い
る
校
舎
や
机
、
学
校
へ
の

道
も
全
て
税
に
よ
っ
て
造
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
知
っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
町
で
は
税
を
使
っ
た
事
業
と
し
て

道
路
の
拡
張
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

も
と
か
ら
両
車
線
通
行
で
、
以
前
ま
で
も

何
の
問
題
も
な
く
使
え
た
道
路
を
、
で
す
。

は
っ
き
り
言
っ
て
そ
の
税
の
使
わ
れ
方
は

あ
ま
り
意
味
を
持
た
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

税
は
、
今
あ
る
も
の
を
よ
り
良
く
す
る

た
め
に
使
う
の
も
良
い
と
思
い
ま
す
が
、

ま
ず
、
無
い
も
の
を
作
る
た
め
、
補
う
た

め
に
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
私
の
町
で
足

り
な
い
も
の
、
そ
れ
は
病
院
で
す
。
公
立

病
院
は
あ
り
ま
す
が
、
小
児
科
、
産
婦
人

科
な
ど
は
医
者
不
足
で
他
市
の
病
院
へ
行

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
も
あ
り
ま
す
。

な
の
で
、
ま
ず
は
病
院
を
税
に
よ
っ
て
活

性
化
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

税
で
道
を
新
し
く
し
て
も
、
元
気
で
な
か

っ
た
ら
使
え
な
い
し
、
元
気
で
な
か
っ
た

ら
税
も
納
ま
ら
な
い
。
税
は
み
ん
な
の
元

気
を
作
る
た
め
に
使
わ
れ
て
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
に
立
て
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
町
に
は
、
た
く
さ
ん
の
老
人
ホ
ー

ム
が
あ
り
ま
す
。
ど
の
老
人
ホ
ー
ム
に
も

た
く
さ
ん
の
お
年
寄
り
の
方
が
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。
町
の
公
共
施
設
は
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
造
り
も
あ
り
、
と
て
も
お
年
寄
り

に
優
し
い
町
だ
と
思
い
ま
す
。
お
年
寄
り

の
方
が
住
み
や
す
い
町
に
す
る
た
め
、
税

が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
と
て
も
良
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
税
金
に
よ
っ
て
弱
い

人
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
こ
と
は
素
晴
ら
し

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

税
金
の
使
い
道
は
た
く
さ
ん
あ
る
け
れ

ど
、
有
効
な
使
わ
れ
方
を
さ
れ
て
い
る
税

は
本
当
に
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
私
も
様
々

な
税
を
払
う
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
し
っ
か

り
払
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
し
、
し
っ
か

り
税
の
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

そ
し
て
何
よ
り
、
一
番
税
に
感
謝
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
う
し
て
学

校
で
税
の
勉
強
を
さ
せ
て
も
ら
え
た
の
も
、

税
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
道
を
通
っ
て
学
校

へ
来
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
。
税
に
よ
っ

て
建
て
ら
れ
た
綺
麗
な
校
舎
が
あ
る
か
ら
。

買
わ
れ
た
机
や
イ
ス
が
あ
る
か
ら
。

　

全
て
、
顔
も
知
ら
な
い
人
達
が
納
め
て

く
だ
さ
っ
た
税
金
が
あ
る
か
ら
、
こ
う
し

て
税
の
勉
強
が
で
き
た
の
で
す
。
私
の
生

活
の
為
に
使
わ
れ
て
い
る
税
金
に
感
謝
し

て
、
こ
れ
か
ら
、
税
に
つ
い
て
知
っ
て
、

勉
強
し
て
、「
無
知
」
か
ら
脱
出
し
た
い
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。町
で
は
、受
賞
作
品
を
広
報

に
掲
載
し
、税
へ
の
意
識
向
上
に
役
立
て

て
い
き
ま
す
。

「
税
に
つ
い
て
」

富
士
見
高
原
中
学
校
３
年　
　

生  

澤  

夏  

希



　 子ども課 子ども支援係　☎62-9237　　9237

午前10時より
役場2階会議室

（変更の場合もあります）

1月13日（水）
2月10日（水）

定例教育委員会定例教育委員会

子どもに関する
何でも相談
子どもに関する
何でも相談

午前9時～午後3時
☎62-3118
教育相談員が
対応します

お気軽にご相談
ください♪
月・火・木曜日

平成22年1月1日発行
富士見町教育委員会編集
☎62-9235
kodomo@town.
fujimi.nagano.jp

富士見高原中学校駅伝チーム  北信越大会出場富士見高原中学校駅伝チーム  北信越大会出場
　11月20日、富士見高原中学校の男女駅伝チーム

14名が、11月23日開催の北信越大会出場を前に、

教育長を訪問しました。県大会では男子８位、女子

11位に入賞し北信越大会出場を決めました。

　富士見高原中学校は陸上部がなく、男子は野球

部を引退してから、女子はバスケットボール部や他

の部員でチームを構成し、毎日自主的な練習を積

んできました。北信越大会では、団結して襷をつな

ぎ、全力を尽くしました。

　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

本
年
は
、
富
士
見
町
の
教
育
の
歴
史
の
う

え
で
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
に
な
り
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
４
月
１
日
か
ら
「
富
士
見
中
学

校
」
が
開
校
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

町
民
の
み
な
さ
ん
は
、
新
し
い
中
学
校
に
大

き
な
期
待
を
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

中
学
生
の
み
な
さ
ん
も
夢
と
希
望
に
胸
を
膨

ら
ま
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
期
待
に
背

か
な
い
立
派
な
中
学
校
に
し
た
い
。

そ̶

う
い
う
強
い
願
い
を
も
っ
て
私
た
ち
は
今

着
々
と
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

「
こ
れ
で
富
士
見
町
民
は
心
が
一
つ
に
な

る
！
」
と
い
う
喜
び
の
声
を
お
聞
き
し
ま
し

た
。
対
等
平
等
の
統
合
が
も
た
ら
し
た
結
果

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
よ
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

３
月
31
日
を
も
っ
て
富
士
見
高
原
中
学
校

と
南
中
学
校
は
、
半
世
紀
に
及
ぶ
そ
れ
ぞ
れ

の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

そ
の
歩
み
は
い
つ
ま
で
も
卒
業
生
を
は
じ
め

町
民
の
み
な
さ
ん
の
心
に
残
る
で
し
ょ
う
。

思
い
出
は
不
滅
で
す
。

　

ま
た
本
年
は
、
児
童
数
が
急
速
に
減
少
し

て
い
る
落
合
小
学
校
の
今
後
の
あ
り
方
に
結

論
を
出
す
べ
き
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　

１
３
６
年
の
輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
を
も

つ
諏
訪
郡
の
中
心
校
の
一
つ
で
す
が
、
平
成

25
、
26
年
度
の
新
入
１
年
生
は
３
名
、
２
名

に
ま
で
減
少
し
、
複
式
学
級
（
２
つ
の
学
年

を
一
人
の
先
生
で
担
任
）
が
避
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。
平
成
27
年
度
の
全
校
児
童
数
は

24
名
の
見
込
み
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
富
士
見
町
教
育

委
員
会
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
す
る
こ

と
を
前
提
と
す
る
「
落
合
小
学
校
統
合
計
画

（
案
）
」
を
作
成
し
ま
す
。

　

地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
の
理
解
と
納
得
を

い
た
だ
く
た
め
に
教
育
懇
談
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

「
教
育
は
百
年
の
計
」
。
拙
速
に
事
を
運

ん
で
は
な
ら
な
い
と
承
知
し
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
」
を
最
優
先
す
る

こ
と
を
共
通
理
解
と
し
て
話
し
合
え
ば
、
必

ず
よ
り
よ
い
答
え
が
出
る
。
そ
の
こ
と
を
私

は
信
じ
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

「
子
ど
も
の
幸
せ
を
願
っ
て
」

教
育
長

     

小 
林 

洋 

文

平成22年度  児童クラブ申込みについて平成22年度  児童クラブ申込みについて
■対象児童　富士見・本郷・境小学校区

に在住の小学校1年生か
ら4年生で、放課後保護
者が就労等で家庭に居な
い児童。

※夏休みなど長期休業中は、落合小
　学校区の児童も対象となります。

■要　　件　保護者による送迎（迎えは午後　　
　　　　　　6:45までに）ができること
■費　　用　利用料　　　月額3,000円
　　　　　　傷害保険料　年額600円　
■申 込 み　締切日　1月22日（金）
 　　　　  　提出先　各小学校・保育園
　　　　　　または子ども課に提出してください。

問 有



編集後記

　富士見高原中・南中の閉校式典が行われ、私は卒業生では
ありませんが、生徒の中学への思いを肌で感じ大変感動しま
した。生徒みなさんの更なる成長と活躍を期待します。（Y）

1月17日（第3日曜日）は家庭の日

教育委員会だより

　

11
月
28
日
、
南
中
学
校
で
閉
校

式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
生
徒
、

保
護
者
、
卒
業
生
、
歴
代
校
長
、

地
元
住
民
な
ど
約
４
０
０
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

南
中
学
校
は
１
９
５
８
（
昭
和

33
）
年
に
開
校
し
、
校
舎
は
諏
訪

地
方
で
唯
一
現
在
も
使
用
さ
れ
て

い
る
木
造
校
舎
で
す
。

　

式
典
は
全
校
生
徒
に
よ
る
「
大

地
讃
頌
」
の
合
唱
で
幕
を
開
け
ま

し
た
。
校
歌
の
合
唱
は
、
富
士
見

ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏

に
合
わ
せ
て
歌
わ
れ
ま
し
た
。

　

藤
嶋
昭
さ
ん
（
神
奈
川
科
学
技

術
ア
カ
デ
ミ
ー
理
事
長
）
に
よ
る

記
念
講
演
会
「
さ
く
ら
は
な
ぜ
一

斉
に
咲
く
の
か
？
」
で
は
、
感
動

す
る
こ
と
の
大
切
さ
や
、
研
究
に

は
本
を
読
み
広
い
教
養
を
つ
け
る

こ
と
、
身
の
回
り
に
関
心
を
持
つ

こ
と
が
大
事
だ
と
話
し
ま
し
た
。

ま
た
生
徒
か
ら
は
積
極
的
に
質
問

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
が
制
作
し
た
ス
ラ
イ
ド
シ

ョ
ー
「
52
年
間
の
歩
み
」
で
は
、

開
校
当
時
の
学
校
行
事
の
様
子
が

白
黒
写
真
で
映
し
出
さ
れ
る
な
ど
、

歴
史
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
に
は
全
校
合
唱

「
ふ
る
さ
と
」
が
歌
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
10
年
ぶ
り
の
写
生
大

会
で
描
か
れ
た
校
舎
や
廊
下
の
絵

が
式
典
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

　

三
村
昌
弘
校
長
は
「
こ
の
木
造

校
舎
の
学
舎
が
、
本
日
の
式
典
が
、

同
窓
生
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
は
来

し
方
を
し
の
び
、
新
中
学
校
の
前

途
へ
の
願
い
を
温
め
る
よ
す
が
と

な
り
、
現
生
徒
１
１
０
名
の
皆
さ

ん
に
は
、
温
故
知
新
の
糧
と
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

越
中
雄
士
生
徒
会
長
は
「
あ
と

４
ヶ
月
の
中
学
校
生
活
。
限
ら
れ

た
時
間
の
中
で
、
南
中
学
校
に
あ

り
が
と
う
の
気
持
ち
を
伝
え
た

い
」
と
在
校
生
を
代
表
し
閉
校
へ

の
想
い
を
語
り
ま
し
た
。

　

南
中
学
校
の
歴
史
の
重
さ
、
木

造
校
舎
へ
の
想
い
が
表
れ
た
閉
校

式
典
と
な
り
ま
し
た
。

南
中
学
校
閉
校
式
典

富
士
見
高
原
中
学
校
閉
校
式
典

南
中
学
校
閉
校
式
典

富士見ウインドオーケストラの演奏に合わせて校歌を合唱

3年生太鼓講座の皆さんによる太鼓演奏

　

12
月
5
日
、
富
士
見
高
原
中
学

校
で
閉
校
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

生
徒
や
卒
業
生
、
保
護
者
な
ど
６

０
０
人
を
超
え
る
出
席
が
あ
り
、

１
９
５
３
（
昭
和
28
）
年
の
開
校

か
ら
、
57
年
の
歴
史
を
振
り
返
り

ま
し
た
。

　

式
典
は
３
年
生
に
よ
る
太
鼓
演

奏
で
壮
大
な
始
ま
り
と
な
り
ま
し

た
。
学
年
別
に
「
学
校
の
歩
み
」

が
発
表
さ
れ
、
１
年
生
は
開
校
か

ら
現
在
ま
で
の
歴
史
を
ま
と
め

「
高
原
中
新
聞
」
を
制
作
し
ま
し

た
。
「
不
安
も
あ
る
が
皆
で
新
し

い
学
校
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」

と
期
待
を
込
め
ま
し
た
。

　

２
年
生
は
富
士
見
の
魅
力
を
テ

ー
マ
に
作
成
し
た
Ｃ
Ｍ
を
上
映
し

ま
し
た
。
ま
た
「
富
士
見
中
学
校

の
１
期
生
と
し
て
両
中
学
校
の
伝

統
を
一
つ
に
、
新
し
い
中
学
校
を

つ
く
り
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

３
年
生
は
３
年
間
の
足
跡
と
し

て
、
文
化
祭
や
音
楽
会
な
ど
学
校

生
活
を
振
り
返
り
、
「
足
跡
は
み

ん
な
の
思
い
出
で
で
き
て
い
る
」

と
発
表
し
ま
し
た
。

　

「
卒
業
生
の
思
い
出
」
と
し
て
、

生
徒
会
歌
を
作
曲
し
た
窪
田
作
栄

さ
ん
、
現
在
ま
で
続
く
敬
老
の
集

い
を
始
め
た
生
徒
会
長
で
あ
る
小

池
千
尋
さ
ん
が
、
当
時
の
生
徒
会

の
様
子
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。

　

全
校
生
徒
に
よ
る
「
河
口
」
合

唱
、
校
歌
斉
唱
は
出
席
者
全
員
で

歌
わ
れ
、
歌
声
が
会
場
に
響
き
渡

り
ま
し
た
。

　

鈴
木
清
校
長
は
あ
い
さ
つ
で

「
『
少
子
化
に
伴
う
単
な
る
設
置

制
度
改
革
で
は
な
く
、
新
し
い
理

念
に
基
づ
く
魅
力
あ
る
学
校
を
創

設
す
る
』
と
い
う
基
本
姿
勢
を
い

か
に
実
現
す
る
か
、
一
人
一
人
の

生
徒
に
き
め
細
や
か
な
指
導
を
し

て
い
く
」
と
統
合
で
一
番
大
事
に

し
た
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。

　

小
口
潤
生
徒
会
長
は
「
学
校
が

な
く
な
る
事
実
は
重
い
が
、
後
輩

が
両
中
学
校
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ

作
っ
て
く
れ
る
。
こ
の
瞬
間
に
立

ち
会
え
た
こ
と
を
喜
び
に
思

う
。
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

新
中
学
校
へ
の
期
待
と
決
意
が

表
れ
、
生
徒
自
身
で
作
り
上
げ
た

式
典
と
な
り
ま
し
た
。

富
士
見
高
原
中
学
校
閉
校
式
典

今年1年も、あいさつや会話など家族みんなが
互いに声をかけあい、心が通い合う家庭にして
いきましょう。

さ
ん
し
ょ
う



七
十
二
歳
の
同
年
会

五 味  　温
東京都八王子市
（小六出身）

　

昭
和
27
年
度
の
境
中
学
校
卒
業
生
は
約
103
名
で
、
内
13

名
の
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
、
４
名
の
方
の
居
住
先
が

分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
ま
す

　

境
小
・
中
の
９
年
間
に
何
回
か
の
ク
ラ
ス
替
え
が
あ
り
、

お
お
む
ね
全
員
が
同
じ
教
室
で
学
ん
で
き
た
と
い
う
こ
と

で
、
会
の
名
称
を
「
同
年
会
」
と
し
、
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

幹
事
は
持
ち
回
り
と
し
て
、
境
地
区
は
７
地
区
あ
る
た

め
７
年
に
一
度
の
幹
事
役
に
な
り
ま
す
。
小
六
か
ら
始
ま

り
、
今
年
で
四
巡
目
に
入
り
、
良
く
続
い
て
い
ま
す
。
今

年
は
新
装
な
っ
た
八
峯
苑
鹿
の
湯
に
て
10
月
28
日
、
38
名

の
参
加
を
み
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

幹
事
役
の
仕
事
は
、
日
時
と
会
場
の
決
定
か
ら
始
ま
り
、

計
画
の
案
内
の
送
付
、
そ
れ
か
ら
出
欠
の
返
事
待
ち
で
す
。

日
々
数
枚
の
返
事
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
７
年
前
の
幹
事

役
の
時
と
は
何
か
違
う
文
面
が
多
く
、
「
老
老
介
護
の
た

め
行
き
た
い
け
れ
ど
、
家
を
空
け
ら
れ
な
い
」
「
足
が
痛

く
て
」
「
主
人
が
入
院
で
・
・
・
」
。

　

当
日
、
時
間
と
と
も
に
懐
か
し
い
顔
が
一
人
、
ま
た
一

人
「
牧
、
元
気
だ
っ
た
か
い
」
「
や
〜
、
は
〜
坊
、
元
気

か
い
」
。
不
思
議
な
こ
と
に
、
名
字
で
始
ま
る
挨
拶
が
あ

り
ま
せ
ん
。

　

さ
す
が
に
誰
を
見
て
も
酒
量
は
落
ち
て
、
会
話
の
方
が

多
く
な
っ
て
き
た
な
と
思
い
ま
す
。

　

72
歳
、
若
い
と
は
言
え
な
い
が
、
毎
年
続
く
「
同
年

会
」
に
参
加
で
き
る
よ
う
楽
し
み
に
し
て
、
今
年
の
写
真

を
み
な
さ
ん
に
送
ろ
う
と
追
い
込
み
中
で
す
。

ゆたか

平成21年10月28日　ホテル八峯苑鹿の湯



平成２１年平成２１年富士見町重大ニュース富士見町重大ニュース富士見町重大ニュース

富士見町長選挙執行　小林一彦町長が就任 同報無線・告知放送運用開始

都市計画道路　「北通り線」竣工

タスマン郡（ニュージーランド）に
友好記念プレートを設置
　　  （3月21日 現地でセレモニー）

「ふじみ町公民館報」が（社）全国公民館連合会主催
第2回全国公民館報コンクールで優秀賞受賞
　　　　　　　　　　　　　（平成20年9･10･11月号）

新型インフルエンザの流行▲

エコーライン全線開通▲

▲

町では4月に対策本部を設置し、
感染防止対策に努めています。
町民のみなさんも、引き続き手洗
い・うがい・マスクの着用など、自
己防衛をお願いします。

図書館貸し出し冊数
11年連続日本一を達成

写真は4月26日の子ども読書の
日の様子です。
これからも、みなさんに親しんで
いただける図書館をめざします。

茅野市お茶清水から富士見町乙
事まで、総延長16.2kmの全線が
開通しました。



小　池　かをる 82歳 　五郎 富士見

名　取　　　 94歳 　 富士見

塩　原　や　す 85歳 や　す 塚　平

武　藤　　つき 91歳 有　廣 烏帽子

浅　尾　春　榮 72歳 久　男 富　里

平　出　ちゑ子 86歳 昭　三 葛　窪

矢　沢　年　春 90歳 年　春 富士見ヶ丘

雨　宮　はまよ 59歳 勝　　 富士見

野　嶋　い　ほ 81歳 い　ほ 富　里

伊　藤　小　八 89歳 小　八 御射山神戸

平　出　　侑 彰 綾 南原山

小　池　奈　都 　　　 淑　子 乙　事

小　林　真　綾 淳　彦 瑞　穂 信濃境 

窪　田　大　智 智　史 智　子 富士見 

伊　藤　大　智 滋 敬　子 富士見ヶ丘 

堀　内　創　太 貴　博 尚　子 富士見 

野　本　瑛　太 龍　二 さとえ 桜ヶ丘 

小　林　都　和 滋 幸　子 先　達 

植　松　杏　菜 和　幸 さゆり 立　沢 

矢　沢　琉　生 一　徳 琴　音 瀬沢新田 

  あつむ

 な  つ

 ま  や

 だい  ち

 だい  ち

 そう  た

 えい  た

 と  わ

 あん  な

 りゅう  せい

 ■11月15日～12月14日の届出■ 〈敬称略〉
●出生・転入・転居は14日以内に　死亡は7日以内に届出を

出生おめでとう

おくやみ申し上げます

出生おめでとう
氏　名 父の名 区　名母の名

区　名世帯主

おくやみ申し上げます
氏　名 年齢

小　林　隆　司 富　里

三　井　朋　恵 乙　事

名　取　時　史 富士見

桑　澤　　薫 辰野町

五　味　秀　行 富士見

小　林　美香沙 田　端

氏　名 出身地

結婚おめでとう結婚おめでとう

相

談

教

室

募

集

　 財務課 収納係　☎62-9123　　9123

町県民税／後期高齢者医療保険料
国民健康保険料／保育料
上下水道使用料／住宅使用料

※毎週火曜日は午後7時まで夜間納税窓口を開設して
　います。ご利用ください。

納期限・振替日は2月1日（月）です

   

消
費
生
活
巡
回
相
談

●
日　

時　

１
月
19
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
会　

場　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ

　
　
　
　
　

 

ラ
ザ 

２
階
研
修
室

●
内　

容　

点
検
商
法
や
訪
問
販

　

売
な
ど
商
品
等
購
入
に
関
す
る

　

ト
ラ
ブ
ル
や
振
り
込
め
詐
欺
、

　

多
重
債
務
な
ど
に
関
す
る
消
費

　

生
活
相
談

●
持
ち
物　

契
約
書
な
ど
の
関
係

　
　
　
　
　

書
類

●
費　

 

用　

無
料

●
予　

  

約　

不
要

●
相
談
に
は
専
門
相
談
員
が
対
応

　

し
ま
す
。

　

 

お
か
や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

 

☎
２
３‐８
２
６
０

   

幼
児
食
教
室
ぱ
く
ぱ
く
教
室

●
日　

時　

２
月
２
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

●
会　

場　

保
健
セ
ン
タ
ー 

２
階

●
内　

容　

幼
児
食
に
つ
い
て
の

　

話
と
料
理
実
習
（
子
ど
も
と
一

　

緒
に
つ
く
り
ま
す
）

●
対　

象　

２
〜
３
歳
児
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
家
族

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

　

（
親
子
と
も
）

●
参
加
費　

無
料

●
定　

員　

先
着
17
組

●
申　

込　

１
月
22
日
（
金
）

　

 

住
民
福
祉
課 

保
健
予
防
係

　

 

☎
６
２‐９
１
３
４  　

９
１
３
４

    

ス
キ
ー
教
室
　
参
加
者

　

富
士
見
町
に
は
、
体
育
館
へ
出

か
け
る
の
と
か
わ
ら
な
い
距
離
に

ス
キ
ー
場
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
恵

ま
れ
た
環
境
を
活
か
し
て
、
生
涯

を
通
じ
て
楽
し
め
る
ウ
ィ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
、
ス
キ
ー
の
技
術
を
習

得
し
ま
し
ょ
う
。
ご
家
族
で
の
参

加
も
歓
迎
で
す
。

■
日　
　

程　

毎
木
曜
日
全
４
回

　

１
月
28
日
・
２
月
４
・
11
・
18
日

　

午
後
６
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　

午
後
８
時
30
分

　

（
集
合
・
解
散
に
つ
い
て
は
開

　

催
要
項
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

●
会　
　

場　

　

富
士
見
高
原
ス
キ
ー
場

●
受
講
資
格　
　

　

町
内
に
在
住
又
は
通
勤
・
通
学

　

す
る
小
学
生
以
上
の
方

●
指
導
者

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
富
士
見
町
体
育
協
会

　

ス
キ
ー
部
員

●
受
講
料　

４
千
５
百
円

　
　
　
　

（
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茅野広域シルバー人材
センター ☎73-0224

乙事・小六・高森・烏帽子
富士見高原ペンション

役場窓口業務 延長日役場窓口業務 延長日

資源物の収集資源物の収集

粗大ごみの収集粗大ごみの収集

休日当番医・薬局休日当番医・薬局

水道指定給水装置工事事業者
土・日・祝日当番店

水道指定給水装置工事事業者
土・日・祝日当番店

相談・説明会相談・説明会

スポーツスケジュールスポーツスケジュール

1月12日（火）・19日（火）・26日（火）
2月2日（火）・9日（火）

2月 4日（木） 本郷・落合・境地区
1月21日（木）

1月18日（月）

下蔦木・上蔦木・神代・平岡
机・先能・瀬沢・富士見台2月 1日（月）

信濃境・池袋・田端・先達・葛窪1月25日（月）

富士見・富里2月 8日（月）

富士見地区

2月 4日（木）

毎週月曜日　午前9時～11時
（祝日も実施）
役場裏駐車場（第2体育館駐車場）

全町対象／燃えるごみの収集全町対象／燃えるごみの収集

日　　　時

場　　　所

富士見地区
1月21日（木） 本郷・落合・境地区

相談・説明会名 日　　　　時 会　　　　場

町民センター

役場3階 301会議室

下諏訪商工会議所会館
☎28-6666

 結婚相談所（消防署隣り）
☎62-7853

行 政 相 談 1月15日（金）
午前10時～午後3時

心 配 ご と 相 談 1月15日（金）
午前10時～午後3時

出 張 年 金 相 談

結 婚 相 談

2月3日（水）
午前10時～午後3時

1月12・19・26日（火）
2月2日（火）・7日（日）
午後1時～午後6時
1月13日（水）
2月10日（水）
午後2時～

町民センター

1月13日（水）
2月10日（水）
午前10時～正午

一般相談は電話で受付
（毎週火曜日～土曜日）

県男女共同参画センター
（岡谷市）☎22-8822

女 性 の た め の
悩 み 相 談

税 理 士
無 料 税 務 相 談

シルバー人材センター
入 会 説 明 会

17日（日） 高 原 病 院
☎62-3030

11日（月・祝） 高 原 病 院
☎62-3030

さくら藤沢薬局
☎61-1815

さくら藤沢薬局
☎61-1815

24日（日） 小 林 医 院
☎64-2043

ミツワ西友薬局
☎62-7586

藤 沢 薬 局
☎62-2106

31日（日） 高 原 病 院
☎62-3030
高 原 病 院
☎62-3030

ミツワ西友薬局
☎62-7586

7日（日）

期　　日 当  番  医 当番薬局

1
　
　
　
　
　
月

2
月

11日（月・祝）
16日（土）
17日（日）
23日（土）
24日（日）
30日（土）
31日（日）
6日（土）
7日（日）

６４-２６４９
６５-３２１３
６６-２０７８
６２-２０６５
６２-７００４
６２-３２５３
６２-５６５６
６２-５３９１
６２-２４２１

1 

　
　
　
　
　
月

2 

月

山 本 管 工 事
戸 井 口 建 設
三 善 工 業
坂 本 鉄 工 所
窪 田 設 備
窪田鉄工設備
エ ン ド ウ
リビングクボタ
富 士 見 設 備

月　　日 当　番　店
８９４０
５３９６

３１５３
５８３３
２７６６
２７３２
３７１２

有線電話

※プラスチック類のみ

　 生涯学習課社会体育係　☎62-2400　　2750

日　　　時 事　　業　　名 会　　　　場

2月10日（水）
午後7時～

1月31日（日）
※荒天：2月7日（日）
午前9時30分～

体育施設利用者会議

スキー教室

町民センター

1月6日（水）・7日（木）
午後6時30分～

1月14日（木）・22日（金）
午前10時～

フリースポーツデー1月22日（金）
午後7時30分～

茅野市
国際スケートセンター

町民センター

1月8日（金）
午後7時～8時30分

地域スポーツクラブ事業
すくすくスポーツデー 町民センター（2階）

地域スポーツクラブ事業
ナチュラルウォーキング
（スノーシュー体験㈰）

地域スポーツクラブ事業
「げんき塾」（新事業）

入笠山周辺
（パノラマゴンドラ利用）

1月28日（木）
2月4日（木）
午後6時30分～

富士見高原スキー場

硬式テニス教室

初心者スケート教室

1月14・21・28日（木）
2月4日（木）
午後7時30分～

町民センター

1月28日（木）
2月4日（木）
午前10時～

町民センター

地域スポーツクラブ事業
ストレッチの集い 町民センター

地域スポーツクラブ事業
キッズスポーツ冬季教室

1月16日（土）
午後1時30分～
午後3時～

八ヶ岳コンディショニング
サポート（乙事）

第38回
南諏親善スケート大会

1月23日（土）
午後3時30分～

茅野市
国際スケートセンター

茅野市
国際スケートセンター

第44回
町民スケート大会

1月9日（土）
午後3時10分～

主な行事主な行事
日　　　時 行　　事　　名 会　　　　場

富士見町消防団出初式1月10日（日）
午前9時～

西伊豆町スキー交流
（富士見小5年生）

2月4日（木）
  ～5日（金） 富士見高原スキー場

富士見町成人式1月10日（日）
午後1時30分～ コミュニティ・プラザ

富士見町役場前
駐車場 他

◆心配ごと相談　　 社会福祉協議会　☎62-6766　　8988

問 有

問 有



母親学級㈰ 歯 科 健 診・調 理 実 習

◆地域包括支援センター
　☎62-8200　　8200
◆地域包括支援センター
　☎62-8200　　8200

◆住民福祉課 保健予防係
　☎62-9134　　9134
◆住民福祉課 保健予防係
　☎62-9134　　9134

̶ 富士見町健康づくり計画「健康ふじみ21」
　　　　　　　　　　　　　を推進しています ̶

　毎日散歩をしているが、先日、足がつっかかり、転んでし
まった。段差もなかったのに、だんだん足が弱くなったかな
あ、困ったよー。
　そんな時、高齢者クラブの出前講座で地域包括支援セン
ターの人から転倒の話を聞いたことを思い出した。
①なぜ転倒してはいけないのか
　高齢者は骨粗しょう症になりやすく、転倒から骨折し、　
寝たきりとなる場合もある。
②高齢者が転倒しやすい理由は？
　【バランス感覚】【下肢筋力】【視力】の低下があるためで、
　薬によっては副作用でふらつくこともあるらしい。
③転倒の防止策
　・食事はカルシウムを多く摂取し、骨を丈夫にする。
　・足に合った靴を履き、かばんはリュッ　
　クなどを用いて両手を空ける。
　・住宅の段差をなるべく解消し、手すり　
　や踏み台などを活用する。
　・無理のない範囲でできるだけ体を動　
　かし、膝や腰を支える筋肉を鍛える。  など
　誰もが転ばないように願っているけれど、そのためには、
ちったあ努力も必要なんだ。出前講座でやった運動でもし
てみよう。ありがとさまえ。

　今年の諏訪大社御柱祭に向かい、今後飲酒の機会が増え
ることになると思います。
　アルコール飲料は一般に「嗜好品」とされていますが、同
時に「依存性のある薬物」というもう一つの顔があります。
飲み方によっては急性アルコール中毒やアルコール依存症、
臓器障害などの健康問題を引き起こします。
　日本には、少なくとも440万人のアルコール依存症者と
その予備群がいるといわれていますが、そのほとんどが診
断も治療も受けていません。
　あなたのアルコール依存症度はどうでしょう。今までに、
こんなことはありますか？
１. 飲酒を減らさなければいけないと思った
２. 飲酒を批判されて、腹が立ったり苛立った
３. 飲酒に後ろめたい気持ちや罪悪感を持った
４. 朝酒や迎え酒を飲んだ　

　２つ以上当てはまった方は、アルコー
ル依存症の可能性があります。
　当てはまらなかった方も含め、節度あ
る飲酒にこころがけ、他人へのお酒の強
要や、一気飲みなどはやめましょう。

おばあちゃんの　　　　　
　　　ありがとさまえ日記

－“転ばないようにするにはどうしたら”編－
1月△日  火曜日  くもり

お酒とのお付き合い

【毎月19日は食育の日です】 食生活を見直して、今年1年健康で元気に過ごしましょう

◆相談・教室

1月15日（金）

2月 5日（金）

2月 9日（火）
1月26日（火）
1月19日（火）
1月12日（火）
2月 2日（火）
1月27日（水）

地 域 乳 幼 児 相 談

乳 幼 児 相 談

1月21日（木）

1月20日（水）

午前10:15～11:00 子育てひろば「AiAi」
（町民広場：研修センター）

事　　　業　　　名 期　　日 受　付　時　間 会　　　　場

（1月11日～2月10日）
◆健康診査・予防接種

4ヵ月 児 健 診
7 ヵ 月 児 健 診
10ヵ月児健診
1歳6ヵ月児健診
2歳児歯科健診
3 歳 児 健 診

B C G

3 種 混 合

平成21年9月生まれ
平成21年6月生まれ
平成21年3月生まれ
平成20年7月～8月生まれ
平成19年11月～12月生まれ
平成18年11月～12月生まれ
平成21年7月13日～平成21年10月12日生まれ
平成21年8月3日～平成21年11月2日生まれ
生後6ヵ月～7歳6ヵ月

午後1:00

午後1:00
午後1:00
午後1:40

午後1:30

午後1:15～1:50（受付）

保健センター

1月14日（木）
2月 4日（木）

午前9:30～10:30 保健センター

午後1:10～1:20 保健センター

事　　業　　名 対　　象　　児 期　　日 集　合　時　間 会　　場

富士見町健康カルタ
「山歩き  足腰きたえ  元気源」

富士見　進 藤 五十鈴

　 住民福祉課 保健予防係　☎62-9134　　9134

有有 有有

問 有



　今日から明日へとたゆみなく続くまちづくり、地元事業者の皆さんの活躍は大きな力です。町民の皆さんも、どう
ぞ応援をよろしくお願いします。今月は、富士見で『麺処・美酒処  染』を営む小林貴臣さんをご紹介します。

小林貴臣さん（32歳）
『麺処・美酒処  染』経営

Q１ 仕事の内容をご紹介ください

昼間はラーメン店、夜は居酒屋です。

Q２ この仕事を選んだ理由は？

小さな頃から料理を作る事が好きで、専門学校で本格的に料理を学び、料理の奥深
さに更なる興味を持ったためです。　　

Q３ 仕事の中でご苦労されていることは？

何か新しい料理などを考えようとして、思い通りにいかず悩んでしまう事です。

料理や店の経営を通じて様々な方達と出会い、新しいことを学ぶことができる事です。

Q４ この仕事をしていて良かったと思う時は？

Q５ 今後の抱負をお聞かせください

いろいろな出会いを通じて自分の世界を広め
ながら、この店で何ができるか、様々な新しいこ
とについて、豊かな発想でチャレンジを続けて
いきたいと思います。

最後に一言!最後に一言!
　不景気が続く時代に開業し、富士見町の皆様に支えていただいきながら今日まで「染」を続けて
来ることができました。先の見えない未来ではありますが、活気ある富士見を夢見て努力していき
たいと思いますので、ご愛顧よろしくお願いいたします。

このコーナーでは、町内で
自営業を営まれている皆さ
んをご紹介しています。

【提供：富士見高原中学校栄養士】【提供：富士見高原中学校栄養士】

①

②
③

①

②
③

⑤

④

⑤

④

もち米480gを炊く。炊きあがったら五分つきする。
えごま40ｇを煎る。２～３粒パチパチとはぜたらすり鉢に入れ、良くする。油が出て
きたら砂糖32gと塩２gを入れ、更にする。
水300㏄を少しずつ入れてよくすってとろとろにする。
茶碗に①を盛り、②をかける。

①
②

③

おはぎ（4人分）1

ししゃも８尾をこんがり焼く。①

１個を適当な大きさに切る。①

焼きししゃも（4人分）2

白菜120gをざく切り、大根120gを短冊切りにしてさっと茹で、こぶ茶0.8gと火
にかけてアルコールを飛ばしたみりん４gを混ぜ、さっと茹でてざく切りにした大
根葉40gを散らす。

①

塩もみ（4人分）3

さつま芋200g、人参100g、大根140gはいちょう切り、長ネギ40gは小口切り
にし、しめじ40gは小房に分ける。
しらたき80gは下ゆでする。
昆布と煮干し各２ｇでだしを取り、野菜と②を入れて煮る。
８割くらい火が通ったら、酒をまぶした鶏肉60gを入れる。
材料に火が通ったら調味料（みそ36g・みりん２g）を入れ、味を調える。
最後にネギを入れて仕上げる。

①

②
③
④
⑤
⑥

さつま汁（4人分）4

りんご5

富士見町産の食材を使った献立です。
私たちの郷土にはこんなにもたくさんの
食材があることを知って、そのすばらしさ
に気づいてほしいですね。
富士見高原中学校の特色は、生徒会給食
委員会の「残食0をめざそう」の目標のも
と、残さず食べることができることです。
食べ物を大切にいただくことを実践して
います。

昔ながらのおはぎの食べ方・・・
とろりとしたえごまはこくがあり、
ご飯と良く合います。

昔ながらのおはぎの食べ方・・・
とろりとしたえごまはこくがあり、
ご飯と良く合います。

②富士見高原中学校

　おすすめは、長野県が信州ブランドのひとつとして開発した「信州黄金シャモ」を使った料
理と、その鶏がらスープを使ったラーメン。好きな食材「信州黄金シャモ」を料理に取り入れるうち、出た骨でラーメンのだしが
とれるかなとラーメンも始めました。ぜひご賞味ください。



厳しさも温もりもある富士見の冬、町の
みなさんの様子をお伝えします。

厳しさも温もりもある富士見の冬、町の
みなさんの様子をお伝えします。

式典の最後では、ギャラリーのカメラに向かって生徒、
来賓、保護者、同窓会、卒業生、地域の方などが“はい！
チーズ”全員で記念写真を撮りました。

御柱祭を前に、町木遣り保存会、町大総代会主催によ
り行われました。大人28人、子ども66人が自慢の喉を
競い、会場からは木遣りに合わせて掛け声が上がって
いました。

閉校記念講演会講師（神奈川科学技術アカデミー理
事長 藤嶋昭先生）への質問タイムでは何人もの生徒
が挙手。会場からは拍手が起き、科学に関して次々に
鋭い質問が出ました。

町内５つの保育園で発表会が行われ、境保育園では年
中児のリズム「Let's! フレッシュプリキュア!」、年長児の
劇「眠り姫」、全員合奏「ジブリメドレー」などを元気よく
発表しました。

地元財産区・JR・警察・県・町・学校など、関係者がそ
ろって安全祈願しました。この冬キッズパークにデビュー
する２匹目のイヌも、子どもたちに会えるのを楽しみにし
ていました。

全校生徒341人による合唱「河口」（指揮前島豪仁さ
ん、伴奏矢沢恵理さん）。学校では、並び方を考えるの
に苦心したそうです。歌声は堂々として、来場者の胸を
打ちました。

♪八ヶ岳裾野遠引く…。米山徹さん指揮、富士見ウイン
ドオーケストラの演奏で６番まですべて歌った校歌。生
徒110名と教職員、来賓、参加者約300余名の歌声が
ひとつになりました。

富
士
見
パ
ノ
ラ
マ
リ
ゾ
ー
ト

安
全
祈
願

１２
月
2
日  

富
士
見
パ
ノ
ラ
マ
リ
ゾ
ー
ト
ゲ
レ
ン
デ

保
育
園
発
表
会

１２
月
１０
日  

境
保
育
園

桃
組（
年
少
）劇
あ
そ
び「
ノ
ン
タ
ン
ぶ
ら
ん
こ
の
せ
て
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第
8
回
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①
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富
士
見
高
原
中
学
校

富
士
見
高
原
中
学
校

閉
校
式
典
②

１２
月
5
日  

富
士
見
高
原
中
学
校

１１
月
２８
日  

南
中
学
校

南
中
学
校
閉
校
式
典
①

１１
月
２８
日  

南
中
学
校

南
中
学
校
閉
校
式
典
②



ゆ だて さい

とちの木区
小林 　剛 さん

　区史に詳しい小林剛さん（82才）に伺いました。

湯立祭は、昔は「おゆだて」と言い、いつの頃からかずっと続く行事です。

戦前のとちの木は養蚕と米づくりで生計をたてており、秋になり収穫が終わると、今年

もありがたかったということで、11月28日に氏神様のそばの福昌院というお寺に世帯

主が一重を持ち寄ってお参りをして一杯よばれたものです。子どもだった私は、その「お

ゆだて」の日にうるち米でつくったおかるこをもらうのが楽しみでした。

　祭は戦中の食糧難の時も欠かさず続けられ、５～６年ほど前にのぼりをつくってからは、

それを氏神

様に立てて

10月に区民

全員が集まって甘酒を飲み、親睦

を深めています。

　元和６年（1620年）にとちの木区

ができてから400年近くになりま

す。

　毎年欠かさず続く湯立祭で35軒

の皆が顔を合わせ、心を通わせな

がら、これからも仲良く区の歴史

を刻んでゆきたいものです。

第27回  『 湯 立 祭 』 とちの木

次回は横吹区をご紹介します。とちの木区尾片瀬神社『湯立祭』　平成21年10月25日

民宿に前泊し、親睦と団結を深めた富士見町選手団。
準備運動は「御柱」の曲に合わせて行われ、沿道の声
援を受けながら３㎞、５㎞、10㎞、ファミリー1.5㎞の各コ
ースを楽しく完走できました。

西伊豆町で見た駿河湾の大海原のように、前途洋々
たる2010年の幕開けです。今年はどんな１年になるで
しょうか。みなさんにとって、充実した１年でありますよう
に。

落合小学校では、毎年全校で学校周辺の銀杏を拾っ
ています。銀杏は５・６年生が手際よく袋詰めをして地域
のみなさんに販売、児童会活動に役立てています。

今
年
も
銀
杏
を
拾
っ
た
よ

焼
い
て
食
べ
て
も
お
い
し
い
よ
！

１２
月
１０
日  

落
合
小
学
校

潮
風
と
と
も
に
走
り
ま
し
た

今
年
も
よ
い
１
年
で

         

あ
り
ま
す
よ
う
に
・・・

１２
月
１３
日  

西
伊
豆
町
夕
陽
の
郷
マ
ラ
ソ
ン
大
会

最
終
区
長
会

1
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

１２
月
１０
日  

Ｊ
Ａ
会
館
ふ
じ
み

町理事者、課長が出席し、平成21年最終区長会が開
催されました。町長は、「区と町の連携プレイで町をよく
していきたい。この１年の経験・知識を今後も活かしてい
ただきたい」と挨拶しました。

お がた せ

つよし
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休日・夜間の緊急医電話番号案内　長野県救急医療情報センター 　TEL 0120-890-422

◆町 の 人 口　平成２１年１２月1日現在住民基本台帳（前月比）
　　　　　　　総人口／15,384人（－10）
　　　　　　　男 7,586人（＋5）　女 7,798人（－15）
　　　　　　　世帯数／5,674世帯（＋3）
◆発　行　日　平成22年1月1日
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　富士見町の皆様、新年あけましておめでとう
ございます。今年も西伊豆町から季節のたより
をお届けしますので、よろしくお願いいたしま
す。
　12月13日、西伊豆中学校グラウンドをスタ
ートゴールに「第4回夕陽の郷マラソン大会」が
開催され、1.5キロのファミリー、3キロ、5キロ、
10キロの4コースに総勢410名の参加者が、
沿道の声援を受け、健脚を競いました。
　当日は風も無く、穏やかな冬晴れに恵まれ、
絶好のマラソン大会日和となり、参加者は心地
よい汗を流しながらゴールを目指しました。
　また、大会には富士見町からも31名の選手
の参加がありました。今年の大会にもぜひご参
加ください。

穏やかな冬晴れの下 「夕陽の郷マラソン大会」 開催

大会に出場した富士見町の選手と応援者の皆さん大会に出場した富士見町の選手と応援者の皆さん

富
士
見
町
景
観
推
進
協
議
会

̶ 家庭から出る
　　燃えるごみの減量と資源化にご協力を ̶
■目　  標　平成22年度に1人1日の排出量300ｇ
■11月実績

燃えるごみの
処理量

1人1日あたりの
排出量 前月比

188,540kg 409g －14g

　

下
蔦
木
敬
冠
院
の
高
座
石
の
東
に
、
百
日
紅
（
ひ
ゃ
く
じ
つ

こ
う
）
『
サ
ル
ス
ベ
リ
』
の
木
が
あ
る
。
幹
が
大
き
く
三
つ
に

分
か
れ
枝
を
広
げ
て
い
る
。
目
通
り
180
、
110
、
48
、
あ
わ
せ
て

338
で
高
さ
は
お
よ
そ
10
ｍ
。
こ
れ
ほ
ど
隆
隆
と
た
く
ま
し
い
サ

ル
ス
ベ
リ
は
珍
し
い
。
８
月
末
ご
ろ
、
傘
状
に
広
げ
た
枝
に
は

た
く
さ
の
花
が
つ
き
、
華
や
か
な
ピ
ン
ク
色
に
彩
ら
れ
、
周
囲

の
緑
や
空
の
青
ま
で
引
き
込
ん
だ
景
観
を
つ
く
っ
て
い
た
。

　

い
つ
頃
植
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
「
富
士
見
町
の
指
定
文

化
財
（
富
士
見
町
教
育
委
員
会
発
行
）
」
に
は
推
定
200
年
と
誌

さ
れ
て
い
る
。

《名の由来はさまざまで・・・》 中国の伝説では、恋人と百日後に逢うことを
約束した乙女が、約束の百日目の直前に他界、その死んだ日の後に咲い
たという花。日本では元禄時代の園芸書「花譜」に、「紅花が100日咲く」
と説明があったので、『百日紅』と呼ばれています。『猿滑』の名は、木の肌
が滑らかなので、猿も滑って登れない様子からついたのでしょうか。また、
木の肌を掻く（かく）とくすぐったそうなので、『クスグリノキ』という別名も
あるようです。

サルスベリは、「禊萩（みそはぎ）
科」落葉高木。中国南部の原産で、
江戸時代以前に日本に入ってきて
います。樹皮は薄ッペラで、乾燥し
て剥げ（はげ）落ち幹が滑らかにな
ります。白い花もあります。

問 有
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